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目標項目(指標の目安) 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 

8.9 飲酒対策の充実                       ５． アルコール参照 

8.10 健康診断を受ける人の

増加 

(検診受診者の数)  

全国数 ４，５７３万人

(参考値)

５，８５０万人 ６，８６０万人以上

生活習慣の改善等による循環器病の減少（推計） 

全体  １１０．０ １０２．３ † 

男性    １０６．９ ９９．９ † 

脳卒中死亡率 

（人口１０万対） 

女性    １１３．１ １０４．５ † 

全体  １３万７，８１９人 １２万９，０５５人 † 

男性  ６万５，５２９人 ６万１，５４７人 † 

脳卒中死亡数 

女性  ７万２，２９０人 ６万７，５０８人 † 

全体 ５７．２ ５６．５ † 

男性  ６２．９ ６３．４ † 

虚血性心疾患死亡率 

（人口１０万対） 

女性  ５１．８ ５０．０ † 

全体 ７万１，６７８人 ７万１，２８５人 † 

男性  ３万８，５６６人 ３万９，０１４人 † 

8.11 

虚血性心疾患死亡数 

女性 ３万３，１１２人 ３万２，２７１人 † 

† 目標値としての設定はなされておらず、他の目標項目の達成度に応じた推計値が記載されている項目 

 

（３） 評価 

５年間で脳卒中の年齢調整死亡率は約 20％、虚血性心疾患の年齢調整死亡率

は約 10％改善しており、脳卒中・虚血性心疾患の死亡率の改善傾向が持続して

いることから、循環器疾患対策が有効に機能してきたと考えられる。しかし、循

環器疾患の罹患状況を把握する施策が十分になされておらず、罹患状況について

さらに明らかにする必要があると考える。 

一方、循環器疾患の死亡率に影響する高血圧、糖尿病といった危険因子は特に

中高年男性では改善しておらず、高脂血症は男女とも改善していない現状にある

ので、ハイリスク者対策をさらに充実させる必要がある。 

 

 


